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そういう意味ではちょっとピンポイント過ぎたかなと思ったので、もう少し車体で自由度のあるセッティングを狙っていきました。

これもいい方向でしたが、事前テストのタイムまでしか出ません。
予選でQ3でようやく自己ベスト付近の1′30″8をマーク。目標はもう少し先においていたのですが達成できず。5番グリッドを獲得。
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岡山国際サーキットはバックストレートエンドのヘアピンから最終コーナーまで細かいコーナーの連続です。

決勝レースのシミュレーションでは、前半は30秒台で走行。後半31秒台を想定していました。

ある程度車体のセットアップがまとまっているとドライセットのまま、減衰を少し抜くだけで雨も走れます。

車体セットをその区間に合わせて、コース前半は多少のアジャストをする感じです。

オートポリス（AP)のセッティング方向とは違うアプローチで進めていくことにしました。
しかし今野選手の自己ベストは1′30″7くらいですのでまだまだ足りません。

ℓ

10月に入り秋の気配が濃くなってきました。朝晩は一枚羽織らないと寒いです。
皆様ご機嫌いかがですか？

いよいよ最終戦鈴鹿です。しかも2レース。

この方向だと路面温度などコンディション変化によっての影響が大きくなってしまいます。（ドライはいいが雨は走りにくい等）
APはタイヤのグリップが良くバネ荷重を上げていけるのでリヤのレートを高めていきました。

岡山は事前にテストがあり、タイムは31秒台で周回できます。

APからリヤバネレートを下げただけの仕様で持ち込み、途中チェーンを1コマ詰めて車体自体を小さくしました。これはいい方向でした。
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次回鈴鹿はそこの課題が非常に大きな差になってくるので、少しでも差を縮められるように対策していきます。

レースウィークにはもう少しコンパクトで前後の荷重配分を後ろよりな車体で持ち込みました。

うまくかわせずに数周走行。かわしました時には先行するマシンとは離れてしまいました。

最後の正念場です。応援宜しくお願いします。

しかし、決勝では後方からいいスタートを決めた選手がいて6番手を走行。

結果5位入賞しましたが、内容は課題の残るレースでした。


